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計画の目的計画の目的

整備に関する視点整備に関する視点

　佐賀駅の高架化移転事業から　 年以上が経過しまし
た。この間、佐賀駅周辺地区では、業務系施設や集合住
宅の立地が進み、人口が増加したほか、訪日外国人の利
用増加など、社会情勢に大きな変化がみられます。
　こうした変化に対応しながら、街づくりを円滑に進め
るため、「佐賀駅周辺整備構想」（H29.3 策定）に基づき、
駅前広場や周辺道路の整備内容を示した基本計画を策定
しました。

・県内最大の交通結節点である佐賀駅周辺の人の流れを、
    南側の街なか方面へと誘導する役割が求 められています。

・  国民スポーツ大会などに向けたＳＡＧＡサンライズ
    パーク整備では、大規模なアリーナが建設され、プロ
    スポーツやコンサートが開催されるようになります。
・観客など市外からの来訪者に、佐賀での時間を心地よく
    過ごしてもらうための空間づくりが重要です。

・駅南口の大型商業施設跡地では、民間資本による
    新たな集客施設が検討されています。
・こうした計画との連携を図り、面的な賑わい創出に
    繋げていくことが重要です。

○ 中心市街地全体の賑わい再生○ 中心市街地全体の賑わい再生

○ 大型イベントを契機として○ 大型イベントを契機として

○ 民間開発との連携○ 民間開発との連携

・佐賀市の特長は、コミュニティが成熟し「人と人のつな
がり」が支える暮しやすさだと考えています。
・街の拠点である駅周辺を、人々が出会い、繋がり合い、
活動が生まれる、街を象徴する空間に再生します。

○ 暮らしやすい街ナンバーワンをめざして○ 暮らしやすい街ナンバーワンをめざして

街づくりの視点街づくりの視点

出典：佐賀県資料出典：佐賀県資料

　大都市圏や海外と県内を結び、市内各地を
結ぶ交通ネットワークの中心核として、街の
南北など各エリア間をつなぐ役割や、人と人
とをつなげる（リンクさせる）拠点としての
役割が求められます。

　佐賀市の特長は、自然に囲まれたのびやか
な風土や、独自の文化的蓄積を持ちながら、
県都としての企業集積や、福岡都市圏への近
接性など、良好で豊かな環境の享受と働きや
すさとを両立する「暮しやすいまち」である
ことだと考えます。
　街の印象を決定付ける駅周辺の整備に当た
り、この特長を感じ取ることのできる空間づ
くりをめざします。

▲佐賀市を象徴するクリークや黄金色の麦畑の風景  出典：佐賀市観光協会HP

さがリンクステーション 佐賀暮らし

策定にあたって
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南口駅前広場（整備イメージ） 市道三溝線（整備イメージ）

　質の高い「佐賀暮らし」を実現する活動フィールドとして、駅前広場や道路空間の整備を進めます。

　駅前広場は、駅に降り立って最初に目にする空間であるとともに、利用する市民が日常的に接する、街
の原風景となる空間だと考えます。待ち合わせや休憩など、それぞれが快適な時間を過ごす空間、ライフ
スタイルに寄り添うような空間をめざします。
　また、イベントやパフォーマンスなど市民の主体的な活動を促し、ライフスタイルを豊かなものにする、
自然と立ち寄りたくなるような空間をめざします。

　ＳＡＧＡサンライズパークへ向かう駅北口の市道三溝線は、「駅北口の新たなシンボルロード」と呼ばれ
るような道路空間をめざして整備します。
　イベント会場へ楽しく歩いてもらえる歩道空間、日々の暮らしに溶け込む心地よい歩道空間の整備を進
めます。

めざす将来像めざす将来像

 
街をつつむ「のびやかさ」を感じ、豊かな佐賀暮らしを感じ
取ることのできる、街の顔にふさわしい空間を創出します。

人々が憩い、時間を過ごしたくなる空間を創出します。人
の滞留が交流を生み、周辺へと波及し、賑わいへと繋がる
好循環化をめざします。

それぞれの交通手段が、適切に配置された空間へと再構築
します。

　駅の南北それぞれの街づくりの課題や特性に応じた整備方針を設定します。

駅前の空間から南北の拠点エリアへと人の流れを誘導し、
駅と拠点エリアとの接続・連携を強化します。

○ 南側の街なか方面へと人の流れを誘導し、
　 賑わいを波及させる拠点
○ 佐賀城公園など街の歴史・文化を代表する
　 エリアへと繋がる、街の風土・文化を象徴し、
　 街の顔となる空間

○ 駅からＳＡＧＡサンライズパーク方面への
　 スムーズな来訪者の誘導
○ 街なか居住の進展（人口増加）を背景
　 とした、質の高い佐賀暮らしの基盤
　 となる空間

① 佐賀暮らしを感じさせる

② 市民・来街者の滞留・交流
　 を通じて賑わいを生み出す

③ 駅からまちへ人々をつなぐ

④ 交通機能を最適化する

南口・北口の整備方針

【南口】 【北口】

整備方針整備方針



〇  周辺の施設や道路などの公共空間を含めた、面的な広がりのある空間として整備します。
〇  利用シーンや目的に応じて、日常と非日常どちらにも対応する柔軟な空間デザインをめざします。
〇  人が心地よく滞留できる空間や、街なかへと誘導する開放的な動線、安全で分かりやすい交通広場
　  配置により、 駅と街なかとの接続性を向上させます。

① 佐賀暮らしを象徴する高質な空間① 佐賀暮らしを象徴する高質な空間
・佐賀らしい「のびやかさ」を感じられる、みどり豊かな滞留
空間を配置します。
・日常的な居場所として、佐賀暮らしの原風景となるような空
間を創出します。
② 周辺エリアと連携し、賑わいを生み出す空間② 周辺エリアと連携し、賑わいを生み出す空間
・イベント広場としての利用を想定した空間を創出します。
・周辺施設や街なかへの連続性を持たせ、賑わいの相乗効果を
生み出します。

③ 交通結節機能の向上③ 交通結節機能の向上
・タクシーと一般車の動線を分離し、車両出入口を西側に集約す
るなど、 安全かつスムーズに利用可能な配置へと見直します。
 ・駐車場やタクシープールは、利用状況を踏まえた規模を確保
します。

南口駅前広場南口駅前広場

▲滞留空間のイメージ
（上）南池袋公園（東京都豊島区）
（下）Lincoln Center North Plaza
　 　（NewYork)

駅前広場の東側に賑わいを生む広場空間を配置

整備イメージ整備イメージ現況現況

出典：JAMES URBAN,FASLA HP出典：JAMES URBAN,FASLA HP

整備計画整備計画



東西両方向から
アクセス可能な
交差点形状

駐車場から駅舎へ
車道を横断しない
安全な動線を確保

一般車とタクシー
の動線を分離

みどり豊かな
滞留空間を配置

イベント広場としての
活用が可能な空間

賑わいの滲み出し
を促す空間

計画平面図

佐賀駅

南口駅前広場南口駅前広場

駐
車
場

駐
車
場

身
障
者
乗
降

身
障
者
乗
降

タ
ク
シ
ー
乗
車
・降
車

タ
ク
シ
ー
乗
車
・降
車

タクシー

プール

タクシー

プール

一般車乗降一般車乗降

〇  駅からＳＡＧＡサンライズパーク方面への起点として、円滑な移動を促す誘導機能や、
　  会場へと向かう高揚感を高め、徒歩移動の負担感を感じさせない仕掛けづくりを進めます。
〇  街なか居住が進展する駅北側エリアのランドマークとして、質の高い空間づくりを進めます。
〇   限られた面積の中で交通機能を適切に配置し、街なか居住を支える交通結節機能の向上を図ります。

北口駅前広場北口駅前広場

整備イメージ整備イメージ現況現況



ランドマークとなる
高質な空間

一般車専用の
乗降場を新設

歩行者・自転車の分離
（自転車レーンの新設）

出入口を
集約化

交差点の信号
スクランブル化を検討

北口駅前広場北口駅前広場
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① 目的地への起点となる空間① 目的地への起点となる空間
・サイン計画や空間デザインにより、適切に誘導します。
・会場へ向かう高揚感や期待感を高める仕掛けを創出します。

③ 交通結節機能の向上③ 交通結節機能の向上
・車両出入口を集約化し、変則交差点を解消します。
・交差点のスクランブル化を検討し、歩行者・自転車動線の円滑
化を図ります。
・タクシーと一般車の乗降場を分離し、混雑緩和を図ります。
・駐車場やタクシープールは、利用状況を踏まえた規模を確保し
ます。

② 都市生活を支える快適で高質な空間② 都市生活を支える快適で高質な空間
・駅を出た正面に、待ち合わせなどのランドマークとなる空間
を配置します。

▲出入口を集約し、交通処理を円滑化▲出入口を集約し、交通処理を円滑化



右折専用レーンを新設

歩道を拡幅

市道三溝線市道三溝線

〇  歩道内で歩行者・自転車が混在しており、今後さらにＳＡＧＡサンライズパーク方面への利用者が
        増加します。
〇  限られた幅員の中で道路空間を再配分し、歩行者・自転車・自動車それぞれの安全性を向上させます。
〇  様々な利用者や利用シーンを想定しながら、歩くことを促す仕掛けづくりや、歩道空間のデザインを
        構築します。

① 安全・安心の実現① 安全・安心の実現
・自転車レーン（自転車専用通行帯）を新設します。
・歩行者の多い東側の歩道を拡幅します。
・右折専用レーンなど、車道の安全性を向上
    させます。
② 歩きたくなる仕掛け・デザイン② 歩きたくなる仕掛け・デザイン
・休憩スポットなどの整備や、会場へ向かう
    ワクワク感を盛り上げる歩道空間のデザインを
    構築します。
・日常の井戸端会議からイベント利用まで、様々
な利用シーンに対応可能な空間を創出します。

市道三溝線市道三溝線

【現況】 （メートル）

（メートル）【整備計画】

整備イメージ整備イメージ

整備イメージ整備イメージ

現況現況
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空間活用に
　向けた取組

関連事業

設計 整備

整備

継続的な活用に向けた枠組みの構築

業
開
定
暫
線
幹
新
州
九

継続的な活用の実践

市民参加による議論
設計への反映

設計
整備

年度
項目

想定ロードマップ

整備に向けて整備に向けて
　来訪者や市民など、駅周辺を利用する全ての人々の活動の舞台となる空間、質の高い
「佐賀暮らし」を具現化する空間をめざして整備を進めます。

佐賀市　佐賀駅周辺整備構想推進室

〒840-8501　佐賀市栄町１番１号

電話 ： 0952-40-7007　FAX ： 0952-40-7381

E メール ： sagaeki@city.saga.lg.jp

〇 整備した空間をどう活かしていくのか、市民が意見を出し合い、めざす将来像を共有
　 しながら、公共空間の整備を進めることが重要です。
〇 さまざまな議論の場を通じて、駅前広場や市道三溝線の整備に向けた検討を重ねて
　 いきます。

〇 アリーナの開業や、九州新幹線の暫定開業、国民スポーツ大会・全国障害者スポーツ
　 大会開催など、 街づくりにインパクトを与える、大きな節目の時期を見据えながら、
　 街の玄関口としての整備を進めます。

整備に向けた検討

整備の進め方

【発行 ・ お問い合わせ】


